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西欧婦人衣裳における裁断史の研究

大江迪子

一仕立師と裁断一

衣裳の形態を裁断史の見地より見た場合,

その変遷は社会的背景が大きくかかわり

あっている。衣服の形態をとらえるために

は,衣 服を製作する仕立師が,如 何にして

技術を修得し,裁 断,構 成,縫 製を行なっ

たか,そ して技術がどのように伝授された

かを,世 界最初のスペインの裁断書である

アルセガの著書から分析する。

また,十 二世紀半ば,ハ ンブルク市の衣

裳仕立屋の同業組合が結成されてから以降,

どういう過程を経て仕立師として認められ

確立されたかを明らかにする。

ハンブルク市では,欧 州において,一 番

古い衣裳同業組合の勅許状が1152年に与え

られた。そして,フ ランスでは十三世紀に

同業組合が現われ,少 し遅れて1318年,

チェコ大国に初めて仕立屋の同業組合が許

可された。

同業組合は,徒 弟制度の条件や期間に関

する規則を定めて一人の仕立職人が,そ の

職業の達人になるまでの一定規律を定めた。

次に,女 性の仕立師と男性の仕立師の規

制がどのようなものであり,位 置付けがど

うであったか,女 性仕立師が男性の仕立師

と同様に認められるようになったのは,い

つ頃 か を考 察す る。 また,ど の よ うな状態

で作 業がす すめ られ,い かな る道具 類が使

用 され,作 業場 は どうで あ ったか を ジ ョス

ト ・ア ンマ ン(JostoAmman)の 著 書 即 ち
"Sta

ndebuch"と して知 られ る 「各種 職 業

の本 」か ら分析 す る。

さ らに,ス ペ イ ンのマ ドリー ドにお いて,

初 め て"LibrodeGeometriaPraticay

Tra～a"(実 用 製 図構 成 法)の 著 書 が発 行

されて,種 々の布 幅 に よる裁 断方 法 が,明

確 に表示 された。

また,型 紙 を作 るため の採 寸方 法 につ い

て は,初 期 に はか な り大雑把 で あ った こ と

が 型紙 か ら察せ られ る。

ア ルセ ガに よる と 「婦 人用 の絹 のマ ン ト

ル を裁 断す る際 の布 地の見積 もり方 は,着

用 者 の頭 の うえか ら布 地 をかぶせ,必 要 な

布 地 の長 さ を石 け んでマ ー クせ よ」 と教 え

てい る。 そ して,細 かい ところは,試 着 に

よ り補 正 して仕上 げる よ うに述 べ て いる。

また,こ のマ ン トル を基 にす れば何 枚 もの

マ ン トルを も裁 断す るこ とがで きる と述 べ

てい る。

十 九 世紀 に は,コ リー(Cory)夫 人 の
"Th

eArtofDressmaking"(1849年 出版)

の 中で,型 紙 を作 る場合 の第 一段 階 として

は,も し一番 始め の型紙 作 りが わか らな け

れ ば,古 い服 を解体 して,ひ とつ ひ とつ分

解す る必 要が あ る と述べ て い る。

型 紙 を起 こす に は,身 体 の採寸 が 必要 で

あ る と思わ れ るが,採 寸 に必 要 な巻 き尺 は,

十 九世紀 の始 め まで発 明 されて い なか った。

そ れ まで は,各 々,お 客 の身体 を採 寸す る

に は,ガ ーサ ル ト(Garsault)1769年 出版

の"L'ArtduTailleur"に よる と 「紙片 の

端 に 目盛 りを入 れて 印 され た。」 と述 べ て

い る。

同 じよ うな方法 は,十 六世紀 に も行 な わ

れた ようだが,こ の時 は紙 の使 用 で はな く,
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採寸用 の 羊皮紙 と呼 ば れ る もの を使 用 して

い た。仕 立師 た ちは,寸 法 を記 入す る とい

う よりも,目 盛 りを付 けた紙片 をす べ ての

お客 の為 に残 して おい た よ うで ある。

そ して,十 九世紀 の初 期 にお いて は,実

物大 の型 紙が 出版 され る まで とな り,洋 服

の仕 立専 門 の著書 が種 々多 く出版 され た こ

と も明 らか にな った。

次 に,十 八 世紀 か ら十九 世紀婦 人衣 裳 の

特徴 と裁 断,構 成 につ い て考察 す る。

外観 は前世 紀 よ り柔 軟 とな り,人 間 と し

て 自然 で 自由 な思考 が,人 々 の豊か な土壌

の なかで育 まれ,や がて イギ リス におい て

は産業革 命 とい う 目覚 ま しい成 果 と して現

われ,服 飾 の面 で も新 しい衣裳 美 を打 ち出

し,現 代 に向 けて確 固 た る基盤 を築 い た。

十八 世紀 初期 の衣裳 の裁断法 は,始 めは

T字 型 に裁 断 され た簡単 な ネグ リジ ェ型 で

あ った。 しか し,ロ ココ時代 を迎 え る頃に

は,ロ ー ブ ・ヴ ォ ラ ン ト(robevo豆ante;

ひ るが え るローブ)あ るい はロ ーブ ・バ タ

ン ト(robebattante:パ タパ タ と音 が す る

ロ ーブ)と 呼 ばれ る華麗 で優雅 な雰 囲気 を

醸 しだす 衣裳 とな り,裁 断,構 成 の複雑 な

衣裳 へ と変化 して い った。

十八世 紀半 ば過 ぎにな る とイ ギ リス に芽

生 えた産 業革 命が,服 飾 の美 化 に著 し く影

響 をあ た え,機 械 化 に よる新 しい衣裳 美 は,

自然 尊重,庶 民性,実 用性 に新 しい価 値観

を見い だ した。 それ まで の誇張 美か ら自然

な美 し さへ と一転 した。

これ らが もた らす衣 裳 は,ポ ロ ネー ズ型

に代表 された。 この衣 裳 は,ス カ ー トをた

く しあ げ る特徴 か ら名称 をポ ロネ ーズ ・ア

ン ・ブ ラ ック(polonaiseenfrac:燕 尾 服

状 の ポロ ネ ーズ)や ポ ロ ネーズ ・オゼ ール

(polona量seauxailes:翼 を付 けた ポロ ネー

ズ),ポ ロネ ー ズ ・ア ・コク リュ ッシ ョン

(polonaiseacoqueluchon:頭 巾 つ き の ポ

ロ ネーズ)な ど種 々変化 しなが ら着 続 け ら

れ た。 これ らの構 成 方法 及 びた くしあ げの

方 法 を考察 す る。

さ らに,十 九世紀 に入 って,ナ ポ レオ ン

勢 力 の弱体 化 に伴 って 旧貴族 が頭 をもたげ

衣 裳 に も貴 族調 が 再現す るが,お りか ら古

典 調 の厳 しさに対抗 して生 まれ た,ロ マ ン

チ ックの風 調 が高揚 し,物 質 的 な もの よ り

詩 的な ものへ 、幻 想的 な世界 に憧 れ,十 九

世紀 半 頃 ク リノ リンを用い た ロマ ンチ ック

な服 装が 流行 す る。 この王政 復古 時代 の衣

裳 は裁 断,構 成技 術 を現存 す る遣 品(1835

年 お よび,1837年)か ら複 製 を通 じて考察

を行 な った。

ウエ ス トは細 く見せ るよ う工夫 が な され,

袖 は大 き く誇 張 された ジゴ袖 が特 徴 であ っ

た 。 また,今 まで になか った ダー ツの技法

が と られて 身体 にそ って,ぴ った りして い

る こ とで あ った。

着装 方法 は,ペ テ ィコー トを二枚付 けて

その上 に腰 当 ての大 と小 を重 ねて,後 腰 に

付 けて,袖 は,張 りを出す ために ダ ウ ンの

入 ったス リーブ ・バ ンを付 けたの ちロ ーブ

を着装 した。

おおえ・みちこ 大谷女子短期大学
1992.3.21第27回 被服分科会
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